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2Ja －7 高齢者の着装イメージ
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被　　服

わが国は高齢化社会を迎え、高齢者が生きる喜びを得て日々生活をするうえで被服は精神
的に重要な効力を有する。そこで2 名の高齢者モデルを選定し、被服の形と色をCG を用い
て変化させ、年齢層の異なる被験者により着装イメージを求め、このイメージに及ぼす高齢
者用被服の形と色について比較検討した。
７０代、８０代前半の２名のイメージの異なるモデルを選定し、スーツおよびスカート
にブラウス着用の合計４枚の写真を写場において撮影した。これをＣＧに取込みスーツと
ブラウスの色を変化する。色相は赤、黄、緑、青、紫にＶ、ｂ、d  P 、ｄ、ｄｋ、1 t 、
I t  g 、ｇの８トーンを変化させたものとオレンジの３トーン、３種の無彩色を加えた４
６色に被服形態４種を合成させると18  4 試料となる。その画面を写真撮影し、カラープ
リントを作成した。被験者は学生、その母親の年代および高齢者であり1  2 形容詞対を用
いてSD 法による５段階評定を行い、因子分析し、高齢者に適切な色について検討した。
高齢者の着装イメージはモデル毎、被験者年代層毎の因子分析の結果、年齢の因子と評
価性の２因子が得られた。モデル２名について被験者が学生と母親の年代の場合、服種に
関係なく主に色相８、2  2 、２、1  8 、1  2 等の1  t g を年相応であり、色相２、８の1 t
トーンを若々しく評価性が高い色としている。被験者が高齢者の場合、7  0 才代モデルに
ついては学生と母親の年代の場合と同様であるが、８０才代モデルについてはスーツの色
相が1  8 、2  2 のｄ、ｄｋ、d  p 、ｇトーンの暗い色、ブラウスでは色相が２ 2,    2,    8
のｇトーンおよびGy  5.    5などの年齢を高く見せる服装が評価性が高い。

2Ja ～8 男 性 の 下 着 に 関 す る 意 識 と 実 態 （第湧 ）
一 高校生の下着 －
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〈目　　的〉
人間生活の多様化とともに衣服の機能は複雑化してきている。衣服に求められる機能は、

時代、社会、文化の変遷に伴って変化し、この影響は、下着の着用意識に関しても及んで
いる。昨年の48 回大会では、男性の下着と実態について50 歳代より20 歳代の男性を

対象に調査し、その結果について報告した。今回は男子高校生を対象に同様の調査を行い、

昨年の結果と対比しながら考察した。

〈 調査方法〉
東京近郊に在住の男子高校生197 名、山形県在住の男子高校生149 名、合計346 名を対

象とし、配票留置法により1996年10月にアンケート調査を実施した。調査内容は、昨年の

調査と同様に、下着の着用意識に関する22 項目、服装の規範意識に関する1  9 項目、下

着の着衣実態に関する１０項目である。

〈結　　果〉
1 ）高校生が下着で最も多く着用しているものは、上衣では袖無しと半袖であり共に約27

％を占め、また、下衣ではトランクスであり約81％を占めた。その着用理由は、着心地が

よい、脱ぎ着がしやすいという機能性に関するものが多かった。2 ）以前は着用したが現

在は着用しないものについては、ランニング、ブリーフが多い傾向にあった。３）因子分

析により下着の着用意識に関する基本的因子として、趣味志向、進歩的感覚、習慣性、衛

生性の４因子が抽出された。
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